





















玄さんの顔が浮かぶからだ。2007年 4 月から 2 年間，多摩キャンパスの学生部長をしていたとき，
エッグドームの5Fを使って，伝統芸能のイベントを企画した。落語では桂文我さんにきてもらっ
たのだが，そのとき落語の前に田中先生と対談をしていただいた。このイベントには田中先生にち
ょくちょくきていただいていて，その他，落語家の瀧川鯉昇さんのときにも，女流義太夫のときに
もきていただいた。ぼくが根っからの伝統芸能好きなので，たとえば，八重洲ブックセンターの最
上階にあるイベント会場で，『東海道中膝栗毛』の一節を女流義太夫で聞くという催しにも登場し
ていただいた。
　田中先生は，とにかく江戸の芸能や文化に関してじつによく知ってらっしゃるし，その広い知識
を支えている思想的・心情的心棒がゆらがないので，安心して危ないこともきける。そのうえ，い
つも，対談相手の方からの評判がいい。そしてなにより，一度も「いや！」と断られたことがない。
じつに頼もしい助っ人だった……総長になってしまうまでは。
　エッグドームでのイベントで味方玄さんをお呼びしたときの対談相手は作家の森絵都さんだった
のだが，数ヶ月後，味方さんを囲んでの飲み会に田中先生をお誘いした。そのときのメンバーは，
ほかに能楽研究所所長の山中玲子さん，女流義太夫の鶴澤寛也さん，翻訳家の西田佳子さん。神田
の中華料理屋だったのだが，その会で，味方さんが東京に月一回，教えにきているということをき
き，田中先生とふたりで「ぜひ，いっしょに謡を習いましょう！」と盛りあがった。田中先生が総
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長になっていなかったら，今頃，ふたりしてエッグドームの5Fで謡の会など開いていたかもしれ
ない。
　それから，能研の山中さんだが，東京地方裁判所の傍聴席でご一緒したのが最初の出会い……と
いう妙な縁なのだが，この方がまたとぼけたところのある不思議な人で，その頃から，「わたし，
田中先生，総長になってほしいのよね！」と熱っぽく語っていた。田中優子総長待望論を耳にした
のは，このときが初めてだった。当時，そんなことを吹聴する人はいなかった。ぼくは適当に相づ
ちを打ってきいていたのだが，数年後，紆余曲折のすえ，それが実現してしまった。このときも，
田中先生は，「いや！」とはおっしゃらなかった。
　田中先生は2003年に第一教養部から社会学部に移籍なさったのだが，その経緯はさておき，か
つて，法政大学多摩キャンパスに「文化科学部」という斬新な学部を創設しようという計画があっ
た。そのときの就任予定者のひとりが田中先生だった。田中先生はいまでも，その夢の学部をとき
どき口にすることがあるが，もしこれができていれば，多摩キャンパスはかなりいまと違った展開
をしていたのかもしれない。
　さて，ぼくがいま住んでいる社会学部棟10Fの研究室，ここはその前，詩人でフランス文学の翻
訳家でもあった宗左近先生の研究室だった。宗先生も第一教養部から社会学部に移籍した方だ。そ
して，ぼくが大学 2 年生のときのフランス語の先生であり，また，ぼくの大好きな詩人，石原吉郎
が亡くなったときの葬儀委員長でもあった。
　縁とか出会いとかって不思議だなあと，あれこれ思い出すうちに，田中先生から話題がずれてし
まったので，最後にひとつ，田中先生の著書について書いておこう。
　ふたたび，第一教養部から社会学部に移籍した先生の話になるのだが，ぼくの翻訳の師匠は犬飼
和雄先生だった。三鷹の公団住宅の一室で，月に一度，翻訳の勉強会を開いていたのだが，あると
き，長方形の古い財布のようなものを出してきて，「金原くん，なんだかわかるかね」とたずねら
れたので，「きたない財布ですか」と答えたところ，「相変わらず，知識と教養は身についていない
らしい。これは金唐革という」という。ぼくが，「はあ」と間の抜けた返事をすると，これを読み
なさいといって渡されたのが『江戸の想像力』だった。
　それ以降，田中先生の著書は何冊か読んでいるのだが，いちばん印象に残っているのは『樋口一
葉「いやだ！」と云ふ』（集英社新書）だ。2004年の出版だが，この年，ほかにも 2 冊，一葉がら
みの本が出ている。木谷喜美枝の『樋口一葉と十三人の男たち』（青春出版社）と坂崎重盛の『一
葉からはじめる東京町歩き』（実業之日本社）だ。どれもそれぞれに特色があって面白いのだが，
『樋口一葉「いやだ！」と云ふ』は熱量が違う。とにかく凜とした文体が素晴しい。これは樋口一
葉の作品を時代的背景とともに，たんねんに読みほどいた，格好の一葉入門書なのだが，キーワー
ドは「いやだ！」。いかにも田中先生らしい。たとえば。
　一葉作品の登場人物たちは，じっとうつむいて我慢したりしない。「いやだ！」と叫んで次へ行
く。彼らは，一葉自身である。
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　そんな一葉に自分を重ねて語っていくところが見事だ。とくに次の部分。
……厭やだ，という叫びが放蕩となり，布団屋の源七も，たばこ屋の録之助も，山村の石之助も，
身を滅ぼしてゆく。滅びながら，自分を作っている。滅びながら，自分を見つめている。落ちなが
ら，生きている。一葉の書く女主人公たちはそのようなあり方にこそ，心を重ね合わせることがで
きた。一葉自身が，落ちながら生きているからである。男と女のあいだを，歌詠みと物書きのあい
だを，孝と厭世のあいだを，何もかも一貫性なく，何もかも中途半端に，それらのあいだを落ちな
がら，生きながら言葉を紡
つむ
いでいるからである。一葉は，社会のどこにも，居場所のない人間だっ
た。
　本書の締めくくりの一節は，痛快だ。
　襤
ぼ
褸
ろ
をまとい，もう何も遠慮することもなく，他の誰のためでもなく，世間から解き放たれてふ
らふらと，わがままで，いやなものはいやと言い，花や月と戯れる一葉が見える。女の行く末は，
出世であろうか？　女の行く末は，解放であろうか？　女の行く末は，社会参加であろうか？　そ
のどれもあってよいが，やはり女の行く末は落ちることである，と言い放って，一葉が大笑いして
いる。
